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Survey of Studies in Hindrance(Resistance) to Organizational Change: 
Focus on its Factor, Mechanism, Elimination. (the second half)
Yoichi Matsuda
Abstract
　Organizational change is important topics in organizational behavior. This paper aims to survey of studies in 
hindrance(resistance) to organizational change. Especially, we focus on its factor, mechanism, and elimination.
And so, we suevey previous studies from viewpoint of ①macro organizational theory＇s arguments(Ma. O), ②
micro organizational theory＇s arguments(Mi. O), ③social psychology theory＇s arguments(S. P), ④consultant＇s 
suggestion(C. S).
　This paper＇s important points are as follows:
　①factor are various: organizational inertia, action, information＇ flow(Ma. O), loss, stress, trust, recognition, 
learning(Mi. O), resistance, worry, self-defense(S. P), failure and behavior(8 factors), restrictive functions in 
equilibrium(10 problems), barrier(C. S).
　②Mechanism are various: organizational inertia, action(Ma. O), loss and compusion, recognition(schema, conflict), 
organizational culture change(Mi. O), driving force and resistance force, influence and balance(S. P). damage, crisis 
andadherence(C. S).
　③Elimination: organizational inertia, adaptation and balance, restraint, adjustment(Ma. O), participation, reward 
system, vision(Mi. O), participation, job design, taking turns, persuasion(S. P), paticipation, commitment, many 
eliminated methods(C. S).
　Addtionaly, our problems are as follows;
　①significance of discussion and ②promotion factor in organizational change. And ③rationality, ④measuring 
method, ⑤practicing to management in organizational change.
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機器は大いに改良され，W. F. クック（William Fothergill Cooke）は電線を柱に架する方法を用いていた。
外国ではおおむね，電信は政府の手中におさめられていたが，イギリスではクック他が中心になって，
1846年に「電信会社」（Electric Telegraph Company）を立ち上げ，ホィートストーン・クック（Wheatstone 
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A. マンビー（Aaron Manby）がティプトン（Tipton）で鉄製の蒸気船を造り，C. ネーピア卿（Charles 
Napier：後の海軍大将）の協力を得て，テームズ下りとフランスのセーヌ川遡りを実現したのが目立






























































































































Platt）がオルダムで梳毛機のメーカーとして出発し，９年後にはメイサー兄弟（William and Collin 
Mather）と提携して，鉄輪を製作するようになった。また19世紀後半の大綿織機メーカーの一つとなっ
たホール商会（R. Hall and Sons）は，1844年にベリー（Bury）でR. ホール（Robert Hall）によって創
設された。鉄道は当然のことながら，機関車産業を生み出したし，旧来諸業の機関車産業への転換を
もたらした。スティーヴンソンが一時関与したニュートン・ル・ウィローズ（Newton-le-Willows）のヴァ




















































































































































に，パースシャー（スコットランド）のディーンストンの工場支配人（manager of Deanston factories in 
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め込まれ，暖炉はないのが普通，床はしばしば湿っているか腐っており，屋根は雨漏りがした。
　チャドウィックが1842年報告において，立派な地主が労働者用の優良な住居を建設したということ
で，敬意を込めて言及したのはベッドフォード，ノーフォーク，サフォーク，リンカーン，およびス
タッフォードの諸州だった。たしかにベッドフォードで公爵が建設した労働者住宅は，１階に２部屋，
２階に２つないし３つの寝室があるというように，他のものより格段に優れていた。しかし，ベッド
フォードでも公爵領地の外部には，全イングランドで最低と言ってよい開放村があった。
　耕作用小規模貸付地（allotments）とジャガイモ畑： 他方，耕作用小規模貸付地（allotment：以下，
小貸付地）とジャガイモ畑は，一般化しつつあった。この趨勢はコベットが指摘しているように，1826
年頃には「流行」だった。もっとも議会の或る委員会はその普及を1830年からとしている。1832－34年
の救貧法委員達はこの動向を歓迎し，ウィルトシャーやドーセットシャーでは労働者が土地を借りて利
用していない教区は殆ど無い：ケンブリッジシャーでも一般的に採用されつつある，などと報告してい
る。1843年になると，ケント，サリー，サセックスでは，小貸付地が一般化している地域こそ少なかっ
たが，他方，試みは殆どの地域でなされていた。ノーフォークとサフォークでの一部では確立された慣
習となっていた。リンカーンシャーでも小貸付地はほぼ一般化したと言われるが，広くて多様な地域を
抱えた州なので，確言は出来ない。同州では「労働者の家ごとに太った豚が見られる」という観察があり，
40年代の衛生改良運動家達の絶えざる不満と併せて考慮すると，豚飼育の普及は相当なものだったと
判断できる。
　中央イングランドでは，南西，南東および東部イングランドと異なって，1840年代の小貸付地の進
展に関する公的証言は見られない。ヨークシャーでは本来の小貸付，つまり１ルード（４分の１エー
カー，すなわち約1,012㎡）から１エーカーくらいまでの小さな土地を労働者に賃貸しする制度は，
殆ど知られていなかった。しかし，農業主が労働者に使わせるジャガイモ畑制度は一般化しつつあっ
た。小貸付制度がなかった理由としては，繁栄している地域では，代替物として労働者に良い庭と牛
の飼育が認められていたことが重要である。またデール地方（Dales：イングランド北部の谷間の多い地域）
や東ライディングでは，そもそも農業労働者としては屋内作業従事者しかいなかった。小貸付制度が，
改良志向的な地主や教区牧師達を引きつけたのは，近年囲い込まれて20年代に庭が不足し，かつ救貧
法が濫用された穀物耕作地域であった。ノーサンバーランドとスコットランドのローランド地方でも，
似たような理由から，小貸付制度は殆ど知られていなかった。
　1843年の小貸付制度委員会は，小貸付制度を国家の一部局の管理下に置くという想念をこねくり回
しはしたものの，具体的な提案を行うこともなく，結局，議会と地主達の善意に委ねたいと述べるだ
けで，問題から遯走した。
　鉄道の撹乱作用：鉄道が開通すると，その地方の農村では鉄道労働者の宿泊問題とそれに付随する
害悪が問題となった。少なくとも1842年頃までは，救貧法委員達は「鉄道建設は農村人口に，良い影
響以上に悪い影響を及ぼしている。鉄道は事故を起こすし，私生児は増えるし，犯罪は倍増する」な
どと論じている。犯罪者やアイルランド出身者が多かったナヴィーへの嫌悪感が支配的な時代だった。
先立つ1836年には，委員の中に「遠からぬ時期に鉄道での仕事だけで全農村の過剰人口が吸収される
だろう」という意見もあったが，40年代の救貧法統計による限り，この期待は裏切られた。しかし，
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遅くとも1845年までには，鉄道作業は村の若者達に認知された職歴になっていた。鉄道労働者の中に
は小金を貯めて成功者の層に上昇していく人々も出てきた。
